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平成２４年第５回氷川町議会定例会会議録（第３号） 

 

平成２４年９月１８日 

午前１０時００分開議 

於      議 場 

１．議事日程（第３日目） 

 日程第 １ 承認第 ３号 専決処分の報告及び承認について 

 日程第 ２ 議案第３６号 氷川町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正す

る条例について 

 日程第 ３ 議案第３７号 氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例について 

 日程第 ４ 議案第３８号 氷川町手数料条例の一部を改正する条例について 

 日程第 ５ 議案第３９号 氷川町長寿祝金支給条例の一部を改正する条例について 

 日程第 ６ 議案第４０号 氷川町下水道条例の一部を改正する条例について 

 日程第 ７ 議案第４１号 八代広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及び規

約の一部変更について 

 日程第 ８ 議案第４２号 八代広域行政事務組合規約の一部変更に伴う財産処分に

ついて 

 日程第 ９ 議案第４３号 竜北東小学校校舎耐震工事及び大規模改造工事請負契約

の変更について 

 日程第１０ 議案第４４号 平成２４年度氷川町一般会計補正予算（第３号）につい

て 

 日程第１１ 議案第４５号 平成２４年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）について 

 日程第１２ 議案第４６号 平成２４年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について 

 日程第１３ 認定第 １号 平成２３年度氷川町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第１４ 認定第 ２号 平成２３年度氷川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

 日程第１５ 認定第 ３号 平成２３年度氷川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第１６ 認定第 ４号 平成２３年度氷川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 
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 日程第１７ 認定第 ５号 平成２３年度氷川町宅地開発事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

 日程第１８ 認定第 ６号 平成２３年度氷川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

 日程第１９ 同意第 １号 教育委員会委員の任命について 

 日程第２０ 陳情第 １号 学校図書館の蔵書整備・充実に関する陳情について（文

教厚生常任委員会報告） 

 日程第２１        総務常任委員会の閉会中の継続審査の申し出について 

 日程第２２        議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

 

２．本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

３．出席議員は次のとりである。（１２名） 

    １番 三 浦 賢 治          ２番 田 中 照 男 

    ３番 江 嵜   悟          ５番 松 田 達 之 

    ６番 上 田 俊 孝          ７番 上 田 健 一 

   １０番 吉 川 義 雄         １１番 有 田 芳 人 

   １２番 片 山 裕 治         １３番 坂 本 悦 男 

   １４番 永 田 義 昭         １５番 笠 原 良 一 

 

４．欠席議員はなし。 

 

５．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

  事務局長  陳 野 信 次     書記  平 山 早 苗 

 

６．説明のため出席した者の職氏名 

  町    長  藤 本 一 臣     教 育 長  廣 瀬   亀 

  総 務 課 長  河 崎 澄 男     企画財政課長  平   逸 郎 

  税 務 課 長  今 田 辰 彦     町民環境課長  中 島   正 

  健康福祉課長  山 下   剛     農業振興課長  稲 田 和 也 

  農地整備課長  河 野 正 利     建設下水道課長  森 田 寿 也 

  総務振興課長  甲 斐 貴 裕     商工観光課長  前 田 昭 雄 

  会 計管理 者  坂 本 京 子     学校教育課長  西 尾 正 剛 
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  生涯学習課長  木 本 栄 一     農業委員会事務局長  梅 田 光 義 

  代表監査委員  遠 山 正 敬 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 皆さん、おはようございます。これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 承認第３号 専決処分の報告及び承認について 

○議長（笠原良一君） 日程第１、承認第３号、専決処分の報告及び承認についてを議

題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 討論なしと認めます。 

これから承認第３号を採決します。 

本件は、承認することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、承認第３号は、承認することに決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－  

日程第２ 議案第３６号 氷川町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する

条例について 

○議長（笠原良一君） 日程第２、議案第３６号、氷川町印鑑の登録及び証明に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで討論を終わります。 

これから議案第３６号を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、議案第３６号は、原案のとおり可
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決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 議案第３７号 氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例について 

○議長（笠原良一君） 日程第３、議案第３７号、氷川町報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで討論を終わります。 

これから議案第３７号を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、議案第３７号は、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 議案第３８号 氷川町手数料条例の一部を改正する条例について 

○議長（笠原良一君） 日程第４、議案第３８号、氷川町手数料条例の一部を改正する

条例についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで討論を終わります。 

これから議案第３８号を採決します。本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、議案第３８号は、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議案第３９号 氷川町長寿祝金支給条例の一部を改正する条例について 
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○議長（笠原良一君） 日程第５、議案第３９号、氷川町長寿祝金支給条例の一部を改

正する条例についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで討論を終わります。 

これから議案第３９号を採決します。本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、議案第３９号は、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第４０号 氷川町下水道条例の一部を改正する条例について 

○議長（笠原良一君） 日程第６、議案第４０号、氷川町下水道条例の一部を改正する

条例についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 討論を終わります。 

これから議案第４０号を採決します。本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、議案第４０号は、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第４１号 八代広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及び規約

の一部変更について 

○議長（笠原良一君） 日程第７、議案第４１号、八代広域行政事務組合の共同処理す

る事務の変更及び規約の一部変更についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） ありませんね。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 討論を終わります。 

これから議案第４１号を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、議案第４１号は、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第４２号 八代広域行政事務組合規約の一部変更に伴う財産処分につ

いて 

○議長（笠原良一君） 日程第８、議案第４２号、八代広域行政事務組合規約の一部変

更に伴う財産処分についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで討論を終わります。 

これから議案第４２号を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、議案第４２号は、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第４３号 竜北東小学校校舎耐震工事及び大規模改造工事請負契約の

変更について 

○議長（笠原良一君） 日程第９、議案第４３号、竜北東小学校校舎耐震工事及び大規

模改造工事請負契約の変更についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 今回、２回目の請負契約変更が出ましたけれども、約８００万
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の増額。現地は、床、天井、給食受庫、現地調査もいたしまして、ここの変更につ

いては何ら問題ないなということで見てきたところです。さて、この８００万円の

財源内訳についてをお伺いしたいと思います。 

○議長（笠原良一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（西尾正剛君） 今、質問議員、２回目とおっしゃいましたが、３回目

になります。 

財源内訳は、繰り越しの際に、３月議会で説明しましたとおりでございます。そ

の後変更はあっておりません。以上です。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） その内訳を教えてください。 

○議長（笠原良一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（西尾正剛君） 県からの交付金と、それと、緊急防災事業債、それと、

あと、２回目のアスベストなどについては一般財源ということになろうかと思いま

す。金額の数値については、今日はちょっと資料を持参しておりません。以上です。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 補助金とか県の交付金も、この８００万円の内訳の中には、補

助金という項目、なかったんですが、県の交付金も、８００万円の中には、財源と

してあるということですかね。起債と一般財源じゃないということですかね。 

○議長（笠原良一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（西尾正剛君） 全協の際に、そこの、補助金の仕組みについてをご説

明しましたように、具体的にちょっと説明しますと、この工事についての太陽光パ

ネルの設置については、国の交付金というのは、１キロワットで、８６万９,５０

０円、が基準額というふうになってます。それの、今回は２０キロワットですから、

約１,７００万円弱ということについて、その、１,７００万円までは基準額として、

それの２分の１が国からくると、そういった数字になります。ですから、今回、設

計をしました太陽光パネルの設置については、２,２００万円でそれの落札額なん

ですけれども、その基準額から上回る分については、緊急防災事業債を対応すると

いう、そういった基準を元にした金額ということになりますので、その、国からく

る分以外の残額については、緊急防災事業債が対応になるということでございます。

以上です。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） ということは、基準分はもう全て全部もらってるので、今回の

変更分については、これとして新しく県交付金が増えるということはなくて、起債

と一般財源だけでまかなわれるという答えになる、ということでいいんですかね。 
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○議長（笠原良一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（西尾正剛君） はい、そうです。 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんか。 

 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 一つだけお伺いします。今、課長も言われてましたが、今回

の変更、３回目になるわけですね。現地調査を行って感じたわけですが、給食の受

庫については、言われたとおり、はり出した屋根といいますか、そういったのが風

雨のことを考えれば当然な工事かなというふうに思います。なぜ、当初からこれが

入っていなかったのかなというのもあります。また、床、天井の問題ですけども、

実際、壁等を外してみないと実態はよく分からないということもあったのかもしれ

ませんが、やはり当初からこういったのは当然入っててもおかしくなかったという

気もするんですが、その点どうなんでしょうか。やはり最初、この工事の発注入札

をやって、それが追加といいますか、変更になるというのはどうなのかなというふ

うに思うわけですが、その点について、課長、考えをお聞かせください。 

○議長（笠原良一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（西尾正剛君） １回目のスライド式の黒板を１回目の変更契約でご提

案申し上げましたときに、吉川議員から同じ質問がございました。なぜ当初からそ

ういった計画になっていなかったのかということでございます。この点については、

今、２問目におっしゃいました、天井の部分というのは、はがしてみないと分から

なかったわけなんですけれども、天井部分については、カビが、当初の予定では、

塗装をして済ませようという当初の実施設計の考えだったんですけれども、はがし

てみてカビが発生していると、そこで、塗装しても同様にカビが発生するだろうと、

そういったことであったら、新規に天井は全部し直した方がいいだろうというのが

第１点だったです。それは、実施設計の段階では、耐震で進めるべくということで

２１年の実施設計の段階で、担当課長が判断したものと思いますけれども、いざ工

事に取りかかってみたら、そういった不具合がでてきたと。床についても、そうい

った傷みがないだろうということでの判断だったと思いますが、工事を進めていく

と、結構粗い状態だったということでございます。当初、そこまで見込んでからの

実施設計の図書の作成ということをやらなかったというのは、もうお詫びをするし

かないと思うんですけども、あと、今の工事の進捗状況に併せて、そういったカビ

あたりが発生したということで、それに併せて工事を進めるということについては、

どうぞご理解を頂きたいと思います。以上でございます。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 私も長年、塗装業をやった経験あるんですが、また、知人も
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塗装業やってるのがおりますが、カビというのはなかなか塗装では防げないという

のが、プロなら分かるんですね。そういった点では、やはり今後、まだありますの

で、そういった点、十分考えて、いわゆる設計される場合も発注される場合も、そ

の付近は今後十分、気をつけてやって欲しいなというふうに思います。答弁はいり

ません。 

○議長（笠原良一君） いいですね。ほかにありませんか。質疑です。ありませんね。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４３号を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、議案第４３号は、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第４４号 平成２４年度氷川町一般会計補正予算（第３号）につい

て 

○議長（笠原良一君） 日程第１０、議案第４４号、平成２４年度氷川町一般会計補正

予算（第３号）についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑の回数は、項目ごとに３回までとします。全ペー

ジで行いますので、ページと項目を指定してください。質疑はありませんか。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） １８ページの道路新設改良費の件でお伺いいたします。インタ

ーチェンジの取付け道路の事業費として、今回、請負費、財産購入費、補償補填賠

償金、約１億７,０００万円の予算計上がなされております。先日、一般質問で、

この工事請負費１億４,２００万円、年内に果たして完成できるだろうかというの

を含めて、この改良工事の場所は、どの位置にあたりますかという質問をいたしま

した。また、町長には、藤本町長の用地が、今度買収されるんだけれども、藤本町

長には買収費の提示がなされているかという質問に対して、既になされているとい

う回答を得まして、公人として藤本町長は、自分の土地を町長として自分でいくら

で買うのかということをお伺いしましたが、義務ならその金額を言うけど、義務じ
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ゃないならその金額は言えない、ということでした。本来、私は、公人として、自

分の土地を自分がいくらで買うのか、梨の補償をいくらもらうのか、町民の方に公

示していただきたかったんですが、残念ながら出てきません。さて、この町道吉本

本山線道路改良工事の中に、一つ、藤本町長の用地は、改良工事の予定に入ってい

るのかということ。それから、約１億７,０００万円の工事が、年度内に完成する

のか。それから、この工事区間内に、今、話では、私はインターチェンジの道路の

ために土地は売りませんという人の話を聞いておりますが、交渉が難航するところ

の工事が入っているのか、まず、最初にその３点についてお伺いいたします。 

○議長（笠原良一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 今の質問につきまして、お答えいたします。 

まず、第１点、今回の１億３,７００万円の部分には、町長の用地というのは含

まれておりません。そして２点目、年度内完了なんですけど、現在、工事発注の時

期を見定めているところでございます。今年１２月までには発注いたしますので、

３月の年度内完了は可能というふうに考えております。次に、３点目の本事業につ

きまして、用地の方を交渉しておりますけど、まだ承諾をいただいてないところは

ございます。そこの方の用地につきましては、今年度工事予定分には入っておりま

せん。以上でございます。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 町道吉本本山線道路改良事業補償金２,４１０万円が、今回予算

計上されていますが、ここは、この補償金の中に、町長に補償するお金が入ってい

るのか。それから、町長の土地が何筆で、補償する場所が何筆なのか。その２点に

ついてお伺いします。 

○議長（笠原良一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 今回、補正予算で提示しております補償金のほうには、

町長の分は入っておりません。それと、町長の分につきまして、筆数、面積、場所、

すみません、今のこの場所ではちょっと確認をしておりません。以上でございます。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 言えないということじゃなくて、手元にないということですね。 

○議長（笠原良一君） 企画財政課長。 

○３番（江嵜 悟君） 今のは１回に入るんで。首ふってもらえるだけでいいです。手

元にないということですね。 

今回、道路改良工事、約１億７,０００万円の予算が計上されてて、用地費は全

額予算化され、今回、補償金が追加で予算化されたと。再度町長にお伺いしますが、

町民の方の疑問を払拭するためにも、今、町長が自分で自分の土地を買うお金、約
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１億円げなていう、そういう噂があるんです。そういうものを払拭するためにも、

自分の土地が何筆、町から買わせてくれ、何平米、しかも梨の補償金を何本でいく

ら、町から提示されているんですよ、ということを公表するつもりはないですか。 

○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 前回の一般質問でもその質問がございました。当然私、公人で

ございますので、年に１回は資産公開をする義務がございます。従いまして、来年

度、当然資産公開という形で私の所得、あるいは土地に関する部分をきちんとその

資産公開の中で出てまいりますので、ご確認はできるのかなと思っております。た

だ、今の段階で、用地買収を進めています段階で私の分がいくら、単価がいくらで

こうなんだよということは他の地権者の皆さんへの影響もあるというふうに思っ

ておりますので、現時点ではそのことは差し控えたいと。ただし、先ほども言いま

したとおり、私には、公人でございます、町長には資産公開の義務がございますの

で、当然、来春にはきちんとそのご報告をいたしたいというふうに思っております。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 今、用地買収中って言われましたけれども、用地買収中だから、

町長のところの土地、梨の補償、他の人たちに比べて特段高くない、それを公表す

れば皆さんも「あー、町長と同じくらいの価格だな。」と言って、インターチェン

ジの用地提供に協力されるんじゃないかなと、そう思うんですよ。これが、買収が

終わった後、ふたを開けて、町長の資産公開があった。「わーすごい。がんもらわ

した。」ていうことになると、次の選挙のときに、私は藤本町長、大変だろうなと

思うから、今のうちに公開した方がいいんじゃないかなというふうに考えて一般質

問したんだけれども、残念ながら同じ回答しか得られませんでしたので、ここで質

問は終わりにします。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 今のとのちょっと関連で、議員必携の中に、予算公開の原則

というのがありまして、予算は住民のためのものであって、その財源は住民の税金

等によってまかなわれるものであるから、住民がその町村の予算を理解し、納得し、

また批判することが大事である。そこで予算は全て公開して住民に知らさなければ

ならないとする。というふうに書いてあります。私は、個人でいくらというのは、

差し支えがあるというのが審議の中でのことでしたので、それは求めません。今、

町長も言われましたが、町長の場合は資産公開がついてきますので、いずれ分かる

ことであります。それで、個人別の明細とは言いませんが、今のと同じです、吉本

本山線道路改良事業補償金、これについて、例えば土地はどれくらいなのか、立木

の補償等はどうなのか、そういったのは出せませんか。どうですか。 
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○議長（笠原良一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 用地及び補償につきましては、国の基準、あるいは九

州用対連の基準にそって、その金額で算出をしておりまして、この金額について、

誰々が特別高いとかそういったものはございません。これも町長につきましても全

く同じでございます。その額を、ここで公表するとなると、やはりどうしても、聞

かれた方が、特に地権者さんがそれで自分の金額をはじかれると。実際、その補償

というのは、細かいものがございまして、その土地とか、土地の形状、あるいは機

械が入る、道路との接遇、そういったもので細かく分かれております。ですから、

やはり私どもとしては、地権者さんにそういった状況を具体的に示しながら交渉を

続けておりますので、ここで単価あたりを出すというのは、今回控えさせていただ

きたいというふうに思っております。なお、終了しましたら、個人の名前は伏せた

うえで、金額そういったものの資料につきましては、ご提示申し上げたいというふ

うに考えております。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 今の答弁でいきますと、交渉中であるので、むしろそういっ

た数値を出すとなかなか交渉が難しくなるというふうに、答弁だったと思います。

その点は理解したいと思います。予算の審議をする中で、おおよその単価が分から

ないで予算を認めてくださいということになるわけですね、今言った基準。私は、

今回、質疑の中でそのことをもう少し詳しくやっとけば良かったと思いますが、今

後はそういった基準も是非示していただきたいなというふうに思います。 

次の項目、議長､１２ページでちょっとお伺いしたいんですが。民生費､社会福祉

総務費の需用費があります。今回､災害時要援護者用避難対応用備品ということで、

それを保管する場所として、それを購入して保管するということで、振興局の３階

に仮置きするという話がありました。緊急時、災害時を想定するわけですが、持ち

出しやすいところ、ただちに対応できるという点では、ここが適当なのかどうか。

そして一度そこに入れれば、またどっかに再度場所を探すという話もありましたが、

移すということもありましたが、二度手間ということで、時間と経費が伴うという

ふうに思うのですが、そこは予算はこれで通ると思いますが、再検討すべきではな

いかと思うんですが、どうでしょうか。 

○議長（笠原良一君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） ただ今の質問で、４５０万円ほどの消耗品・備品を買

わせていただく補正予算を計上しております。一般質問のときにご説明はしました

けれども、現在、宮原振興局の新館３階に、旧議会棟が入っている新館ですけれど

も、そちらのほうを改装して利用しようという計画が進んでいるやに聞いておりま
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す。そちらのほうに備蓄をというふうなスペースを、今現在の図面ではひいてござ

います。今、ご質問のとおり、３階になるといったようなケースで、本当に非常時

に対応できるのかというご質問に対しましては、ベターなのはもちろん１階部分に

なにがしかの倉庫といいますか、備蓄をしたほうがいいというふうに私も思います。

それにつきましては、現在の予算では、場所も倉庫の費用といいますか、そういっ

たのも計上をしておりませんけれども、今後、検討はしていくべきだろうというふ

うに思っております。以上です。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 是非検討してください。やはり、いつ災害が起きるか分かり

ませんし、３階からまた１階まで下ろすのもなかなか人員も要するんじゃないかな

というふうに思います。 

１９ページをいいでしょうか、議長。消防費、消防施設費、負担金補助及び交付

金。この中で、防火用施設設置補助金というのがあります。質疑の中で、課長とも

この点については話をしましたが、消防法第２０条第２項に、消防に必要な水利施

設は、当該市町村がこれを設置し、維持し、及び管理するものとする、とあります。

ただし、水道の場合はとあるんですが、水道の管理者等があります。消火栓がそう

かなというふうに思っているわけですが、この２０条との関係では、補助金ではよ

くないんじゃないかという気がするんですが、課長、どうですか。 

○議長（笠原良一君） 総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） これも、議案審査のとき、お話いたしましたが、現在のと

ころ町では、消防施設等につきましては、おおよそ施設等の整備ができているとし

て、合併後、１２月に施設整備補助金交付要綱というのを作りまして、それにそっ

たところで支出をしてきたところでございます。今、ご指摘のように、確かに法的

には、町が施設整備をしなければいけないというような、これは通達でございまし

て、その中で、記してございます。もちろん、そういったことで基本としていきま

すけれども、先ほど申し上げましたように、補助金等要綱を作りまして、それにそ

ったところで必要に応じて支出をしていくというようなことをしております。その

要綱では、補助金という形になっておりますけれども、１００分の１００を支出し

ているところでございます。ただ、地区によっては事情も違います。従いまして、

その地区の事情に合わせたところで、また全額町の方から支出しているというよう

な状況でございます。以上です。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 課長、通達と言われましたけど、この消防法は、通達ではな

いと、私は理解しています。それで、１００分の１００出している話がありました
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が、それならば、やはり項目をきちっとして、補助ということはしないほうがいい

というふうに思うんです。消防組織法というのがあります。消防組織法第７条に、

市町村の消防の管理というのがあるわけですが、市町村の消防は、条例に従い、市

町村長がこれを管理する。第８条、市町村の消防に要する費用。市町村の消防に要

する費用は、当該市町村がこれを負担しなければならない。この範囲がどこまでな

のかというのもあるわけですが、要するに消防にいるお金というのは、全額私は、

町が負担しなければならない。これが法のたてまえだというふうに思います。もう

一つ、消防施設強化促進法というのが平成１４年２月８日に改正をされているわけ

ですが、この中に、消防に要する施設を購入し、設置しようとする市町村に対して、

国は、その費用の一部を補助するということなんですね。この５条の中に、市町村

は、当該市町村が購入し、または設置しようとする消防施設に要する費用について、

国の補助を受けようとする場合においては、総務省令で定めるところにより、県知

事通じて出しなさいよ、というのがあるわけです。だから私は、是非今すぐはそう

できるのかどうか分かりませんが、１００％ずっと今後出していくというんだった

ら、是非そうやって欲しいわけですが、防火水槽は、今後はやはり耐震化でちょっ

とお金がかかる、７～８００万円するという話、聞いてますが、そういったのを設

置は、やはり質疑の中では、高いから設置できないような話があったんですね。そ

うじゃなくて、そういうのを補助じゃなくて町として私は、当然やるべきだという

ふうに思います。その点、町長、どう考えられますか。 

○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 今現在の制度につきましては、課長が申し上げましたとおりで

ございますが、当然消防施設の整備につきましては、町が責任を持ってやっていか

なければならないというのは、私も認識をいたしております。その方法といたしま

して、当然、消防力の基準という部分がございます。消防水利はどのくらいのとこ

ろにどのくらいの範囲でやらねばならんということで、当然町のほうでもそれを把

握しております。問題は、それ以上に地区の要望がありましたときに、じゃあ消防

水利を本当に必要なのかどうか、そういった判断する一つの材料として、基準とし

て、この要綱があるのかなというふうに思っておりますので、そのあたりは、要綱

をなくして町が全部やるということになったときには、もう基準は満たしておりま

す、と。それ以上はやりません、という話になってしまっても、また、地区あるい

は住民の皆さん方のその安心・安全を払拭していくあるいは担保していくためには、

やはりそれ以上の部分をやっていかなければならないと思っております。そういっ

た意味では、この要綱というのは一つの役割を果たしているのかなと。併せまして

今、耐震、耐えるような消防水利もお金はかかってでもやっていったらどうかとい
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うことでございますが、それにつきましては、必要な場所で、必要な部分がござい

ましたならば、当然考えていかなければならないというふうに思っております。こ

の要綱の中でも、そういったくだりは、特別な要綱ではございますけれども、町長

が必要と認めた場合には、その限りではない、というくだりもございます。やはり、

柔軟にそして必要なところには必要な整備をやっていくべきだろうというふうに

思います。全てを補助金じゃなくて町の責任でやっていくという考え方は、変わり

はございませんが、手段としましては、こういった方法もあって、地区の皆さん方

の要望に応えていくという部分につきましては、要綱で対応していったほうがいい

のではないかなというふうにも思っております。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 今、町長の説明でいくらか分かったわけですが、私は、こう

いった法だとかあるいは補助金の問題等もあります。さっき町長が言われたとおり、

どれだけ整備がされているかというのが前提になるわけですね。石油コンビナート

に隣接する市町村については、また特別に消防の施設をするための補助金がもらえ

る、そういった仕組みもあります。確かに、無いよりも防火水槽はあったがいいと

思うんですが、これからは、やはり耐震化というものをもう一つ考えて、そういっ

た点で検討されるように要望しておきたいと思います。 

○議長（笠原良一君） いいですか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） ほかに質疑はありませんか。 

なければ、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 反対討論をさせてもらいます。 

今回の予算には、各地区で必要とする予算もたくさん計上されてます。また、住

宅リフォーム促進事業補助金などは、住民の皆さんの要望に応えて増額される予算

も入っています。こういう予算については、是非、やらなければいけない予算であ

るということは重々承知した上で、反対討論をさせていただきます。 

町道吉本本山線、俗に言うインターチェンジ取付け道路について、今、質問して

も、その予算の使途・中身について明確な使途が提示されないまま、このような１

億７,０００万円の予算を、こんなおっきな予算を私は、今回、補正予算として出

されている分について、認めるわけにはいきませんので、反対討論をしたいと思い

ます。 

○議長（笠原良一君） 坂本議員。 
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○１３番（坂本悦男君） 私は、賛成討論をいたします。 

議案第４４号の一般会計補正予算の主なものは、住宅リフォーム促進事業補助金。

地区要望であがってきた町道修繕費。それから、道路新設改良費として、西上宮道

路改良。インターチェンジ建設に伴う町道吉本本山線改良工事の予算であります。

町の発展に欠かせない予算であり、特にインターチェンジ関連予算については、平

成２６年４月の供用開始に向け、粛々と進めていかなければなりません。宇城市と

の共同事業でもあり、建設工事を滞らせることはできません。氷川町の景気浮揚・

発展につながる大事な予算であると、私は認識いたしております。スムーズな予算

の執行を求め、賛成討論といたします。 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんか。はい、永田議員。 

○１４番（永田義昭君） 私は一般会計の補正予算案に賛成の立場で討論いたします。 

先ほど、樹木補償、土地買収価格とか、それが分からないのでというようなこと

でございましたけれども、済んでから公表する、それから事前にはいろいろ問題が

あるので、私はそれでいいと思いますので、賛成いたします。 

○議長（笠原良一君） ほかにないですね。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで討論を終わります。 

これから議案第４４号を採決します。本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立多数です。したがって、議案第４４号は、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第４５号 平成２４年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

１号）について 

○議長（笠原良一君） 日程第１１、議案第４５号、平成２４年度氷川町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑の回数は、項目ごとに３回までとします。全ペー

ジで行いますので、ページと項目を指定してください。 

質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（笠原良一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４５号を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、議案第４５号は、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第４６号 平成２４年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について 

○議長（笠原良一君） 日程第１２、議案第４６号、平成２４年度氷川町介護保険特別

会計補正予算（第１号）についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑の回数は、項目ごとに３回までとします。全ペー

ジで行いますので、ページと項目を指定してください。 

質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） いいですね、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４６号を採決します。 

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、議案第４６号は、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 認定第１号 平成２３年度氷川町一般会計歳入歳出決算の認定について 

○議長（笠原良一君） 日程第１３、認定第１号、平成２３年度氷川町一般会計歳入歳

出決算の認定についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑の回数は、項目ごとに３回までとしますので、ペ

ージと項目を指定してください。 

歳入の、１３ページ町税から、４０ページ町債まで、質疑はありませんか。１３

ページから４０ページまでです。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） １３ページ、町税に関して、滞納と不納欠損が出ているわけ
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ですが、納税対策について、おたずねしたいというふうに思います。 

まず、不納欠損９３人で、約７８万７,９３５円というふうになっています。こ

の９８件の中で、所在不明というのが３５件あったかと思いますが、この所在不明

に対してはどのような対策をとられたのか。平成２２年度は、１００件の中で３４

件が不納欠損で処理されました。今後も増えるんではないかなというふうに思うん

ですが、この対策はどうされていますか。残り６３件は、生活困窮というふうにな

っています。税金が払えないというのが実態だと思います。直接面接をして、努力

をされたと思いますが、その６３件中どれくらい直接面接して、そういった結果に

なったのか。もう１点。生活困窮者への納税をしてもらうためには、自立をしても

らうというのも大事かと思います。そこで、生活困窮者対策支援といいますか、こ

ういったのは納税課担当課だけではないというふうに思うのですが、何かされてい

ますか。この３点、お聞かせください。 

○議長（笠原良一君） 税務課長。 

○税務課長（今田辰彦君） まず、１点目の所在不明の対策でございますが、滞納者の

方が住所を転々とされまして、納税関係の文書を郵送しても、宛てどころに尋ねあ

たりません、というようなケースもあります。そこで、こちらから転出先の役所に

照会をいたしまして、対応を行っておりますが、なかなか新たな住所にたどり着か

ないケースも多々ございます。それから、生活困窮の方についてでございますが、

正確な件数は確認しておりませんが、窓口におきましての納税相談、それから電話

での納税相談におきまして、その辺の事情を把握しているような状況でございます。

それから、３番目の生活困窮者への納税ですが、議員が言われますように、自立は

当然必要かと考えます。私ども、納税相談する際には、その辺を勘案しまして、家

庭の生計の状況とかもしっかり確認しまして、あとは、生活保護とかそういう面で

も相談に応じているような状況です。以上です。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 本当に大変だと思います。手紙を出しても相手に届かない、

訪ねて行って、転出先の役所に出向いて努力されている点については、評価したい

というふうに思います。ただ、今後何か特別な対策もとっていく必要があるんじゃ

ないかなという気もします。この生活困窮者に対しては、窓口に来られたとき、納

税相談をされるということでした。直接滞納者に納税を促すために、当然足を運ん

で話もされていると思いますが、実態をしっかりつかんでよくやって欲しいなとい

うふうに思います。若干相談受けたこともあるわけですが、課長ともよく話をしま

した。できるだけ、大変だと思うんですが、出向いて、そして相談をして、税金を

払ってもらう手立てがないかというのをやるべきではないかなと。以前、前の課長
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は、いわゆる過払い金の請求を代わりにやったとかそういったのがあったわけです

が、そういったのは当然、考えてやっておられると思うんですが、どうでしょうか。 

○議長（笠原良一君） 税務課長。 

○税務課長（今田辰彦君） 議員が言われますように、当然出向いて、臨戸訪問をして

から、滞納整理を行うべきかと考えますし、以前、過払い金の請求あたりも行って

おりましたが、現実問題としても、滞納の関係で、納税相談を行う場合にも行って

おりますが、現実ほとんど相談がないのが現状でございます。以上です。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 払えないから、反対に相談にもなかなか行けないというのが

現状じゃないかなと思うので、是非積極的に出かけて、よく相談にのるというのが

大事じゃないかなと思います。実は、いろいろ調べていたら、厚生労働省が、これ

はまた別なサイドからだと思うんですが、今年の７月５日の日に、生活支援戦略と

いうのをまとめています。この中には、生活困窮者が社会的孤立してしまう。また、

親から子へ貧困の連鎖が広がっていく。これを防止するためにということで方策が

出されています。私は、これを改めて私なりに読んでみて、本当にこのとおりだっ

たら、すばらしいことが出来るんだなというふうに思います。実態はなかなかそう

なっていない、現場はそうなってないというのがあります。それからもう一つ、生

活困窮者に対しては、民生委員、それから社会福祉協議会、それから関係する機関、

ハローワークや社会保険事務所、それに行政。これが一体となって貧困者、生活困

窮者を救済する対策というのが、出されています。こういったのは、読まれたか検

討されたことがありますか。厚生労働省のホームページを開けば載っていると思う

のですが。こういったのがちょっと載っているのですが。研究されたことがあるか

どうか、最後にお聞かせください。 

○議長（笠原良一君） 税務課長。 

○税務課長（今田辰彦君） ただいまの件ですが、私、現在見ておりません。以上です。 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんか。 

なかったら、次に、歳出の４１ページ議会費から、６５ページ上段の監査委員費

まで、質疑はありませんか。はい、吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） ４４ページ、町長の交際費について。町長は情報公開という

ことで、平成２４年度から町長の交際費については、ホームページに載せて、いつ

でも分かるようにされました。私は、本当にこれはすばらしいことだと思います。

町長からは是非議会のほうも、と言われています。議会のほうがそういう点では若

干遅れているかなというふうに思いますが、ここで一つおたずねしたいのは、香典

の支出について。これは、一定の制約があるかと思うんですが、香典については、
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どういった規則を設けておられるんでしょうか。公職選挙法との関係では、個人で

はなかなかいろんな問題も出てきます。ある意味では、これはきちっとしとくべき

ではないかなと思うんですが、その点、規則、きまりを決めておられるのかどうか。 

○議長（笠原良一君） 総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） 支出につきましては、細かく決めております。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 「細かく決めております。」と言われましたが、この一覧表を

出していただきました名前は、あえて出しませんが、金額が違うので、そういった

のが決めてあるのかなと。元町長だったら１万円とか、役職就いている人は５,０

００円とか、１万円と５,０００円とはっきり分けてあるので、そういったきまり

があるんですか、ということ。 

○議長（笠原良一君） 総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） そこら辺も含めて、細かく決めているというようなことで

答弁をさせていただきましたけれども、確かに、町条例該当の委員さん等であれば

１万円とそれから生花、というような形で決めているという意味でございます。そ

れと、条例該当の委員さんの同居の親とか子どもさん、子どもさんはありましたか

ね、配偶者等につきましては、５,０００円というような形で決めております。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） もう１点です。当然、町長ですから、行政運営する中で、国

会議員やいろんな政党のところにも当然、足を運んでおられる。当然やらなければ、

今の日本の政治の仕組みからして、なかなか厳しいものがあるというふうに思うん

ですが、政党への支出がなされています。私は、政党への支出というのは、交際費

じゃないほうがむしろいいのかなというふうに思うのですが、あえて交際費で政党

の祝金を出されたのはどういうことでしょうか。 

○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 今、政党へのという発言がございましたけれども、政党という

よりは個人の国会議員の先生方の講演会でありますとか、そういったときへの支出

でございまして、政党へ直接という支出はないというふうに思っております。先ほ

ど言われましたとおり、行政運営を進めていく上では、国、県、そういったとのパ

イプをしっかりと作っていく必要もございます。そういったコミュニケーション、

信頼関係をつくり上げる意味でも、そういった個人の講演会等には、時間がとれれ

ば参加をしているところでございまして、直接政党への支出は行っておりませんの

で、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（笠原良一君） いいですか。ほかにありませんか。 
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○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） ４５ページ、４６ページ。負担金補助及び交付金。これについ

て、下から三つ目の、地方バス対策補助金９６４万２,０００円についてお伺いし

ます。この地方バス対策補助金収入の部を見てみますと、２６ページに県の補助金

として、地方バス特別対策補助金９９万２,０００円、おおむね１００万円が、県

の補助金。町の単費が８６０万円支払われている。これについては、この氷川町に

とって地方バスのメリットをもっと出して欲しい。８６０万円もの単独費を出して

るんですから、このバス協議会の中で、予算が決められて、「氷川町の負担はこれ

だけですよ。」というふうに決まりますという話ですが、私は、この地方バスの協

議会の中で８６０万円もの町の税金を払っているわけですから、この氷川町役場の

前をバスが通るようにしていただいて、氷川町の中の竜北地区、この役場と宮原地

区を結べる路線バスを強く要望・申請して欲しいということを再三再四、総務課長

にも話をいたしておりますが、残念ながら、その話が全くバス協議会の中でもなさ

れていない。この８６０万円もの税金があれば、地区から要望が出てきている福祉

バス、それから、町内を回る循環バスを何とか動かして欲しいというお金に、この

うち、半分でも４５０万円、おおむね５００万円使えば、十分出来ます。だから、

ここの前の路線バスが通るまでは、うちで循環バス、福祉バスをやるから、地方バ

ス対策補助金は半分しか出せません、そのくらいの強い気持ちでこのバス協議会に

は臨むべきだと思いますが、この氷川町民のことを考えた場合には、そちらのほう

が非常に有効な税金の使い方じゃないかと思いますけど、そこの点、どういうふう

に判断されているんでしょうか。 

○議長（笠原良一君） 総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） ただいまのお話、ご意見でございますが、役場の前を通る

路線を提案しているのに、一向に話が進まないと。協議会で提案しているのかとい

うようなことでございました。実際、現在提案までは至っておりません。その理由

として、いくつかクリアしなければならない課題がございます。まずは、負担金・

補助金についてでございます。この負担金・補助金につきましては、補助金につき

ましては、現在、町内を走っております路線が、路線としては６路線、６系統でご

ざいます。まず、国道を走ります松橋から八代に至る路線。それから、県道鏡線を

走ります路線。これも松橋から八代に至る路線でございます。それと、もう一つは、

東陽、それから泉方面からの路線。これが八代市の鏡を通って労災病院等に行きま

す路線。これが４系統ございます。その６系統の氷川町の負担額でございます、先

ほどお話がありましたように、９６４万２,０００円、ここで町のほうから補助を

しているところでございます。これにつきまして、この補助金の計算でございます
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が、まず、国庫補助の対象となっている路線がございます。これが、国道を松橋か

ら八代に至る路線。それと、県道でございますが、松橋から八代に至る路線。この

２路線が国庫補助の対象路線でございます。この路線につきましては、国と県とそ

れから町が支出してるという内容でございます。それと、先ほど言いましたように、

泉・東陽からの路線につきましては、全額町の補助という内容でございます。従い

まして、先ほど言いましたように、補助金をカットするということにつきましては、

やはり国、県、八代市、宇城市との協議が必要になってくるかと思います。そうい

ったことで、今現在、提案はしておりませんけれども、この分については、よく検

討させていただきたいということでこれまでもお話してきたところですけれども、

これからも続けていきたいというふうに思っております。それと、町への９６万だ

ったでしょうか、県からの補助金でございます。これにつきましては、これも先だ

ってお話いたしましたとおり、昨年よりも金額が減っておりますけども、その理由

といたしましては、県内各市町村の、県への交付申請総額が前年より増加したもの

と、それと、県からの交付金については、県の予算額を上限として各市町村への申

請額に基づきまして、案分して計算されるところでございます。今回、減額、９０

万円ですけれども、なりましたのは、氷川町の案分比率が下がったため減額となっ

たものでございます。以上です。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 再三お願いはしたんだけども、まだテーブルにも乗せてもらえ

ない。今回、道路基本計画が町長のほうから提示をされまして、これは議決事項じ

ゃありませんので、こういう道路基本計画を作りました、という提示がありました。

その提示の中には、二町合併して、合併道路新設道路も計上されておりません。本

来、３号線を通らず宮原地区から竜北地区へ来れる合併道路をいち早く、私は作る

べきだというふうに思うんですけれども、この十年間で新設するのは、町長の部落

のインターチェンジ関連の取付け部分、一本だけしか十年間にはやらない。そうい

う道路基本計画しか作られていない。二町合併で、宮原と竜北の距離を近づける合

併道路は一切、この十年間の中には作らない。計画にあるのは、二十年以内。その

ときに作る予定です、という計画が載せられていました。インターチェンジの関連

部分、藤本町長の家からすぐ出て行けれる道しか作らない。そんな道路基本計画に

ついては、私は承認できない、そういうふうに話は、一般質問の中でやりましたけ

れども、地方バス対策についても、町民の足を考えて、この氷川町役場がどれだけ

交通の不便を感じいる場所なのか。路線バスが通らないんであれば、通せないんで

あれば、テーブルに乗せないんであれば、ここから福祉バスなり循環バスを出す予

算を捻出する。そのためには、ここから持ってくればいいじゃないですか。テーブ
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ルに乗せて、産交バスが路線として認めてくれるように強く要望すれば、道路計画、

そこの部分一つでも、このバスが通れば、だいぶ便利になるんじゃないですか。そ

ういう意味で、この地方バス対策補助金の支出、町単費分８６０万円。これは強く、

私は路線バス協議会で町の姿勢を示して欲しいと思いますけれども、町長、そこの

ところどうでしょうか。 

○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） まさに、住民の皆さん方の足を、交通の便を確保するというの

が大切なことでございますし、そういった憂いを込めてのご質問であろうというふ

うに思っております。課長がご説明申し上げましたとおり、この地方バスにつきま

しては、歴史的な背景がずっとございまして、ここ最近でという話でもございませ

ん。当然果たすべき、自治体としての果たすべき役割は果たしていくべきだろうと、

その分の応分の負担は当然やっていくべきだというふうに思っております。その上

で、費用対効果の問題であろうと思っておりますが、当然負担はいたします、大い

に利用していただく、プラス今のようにそれぞれ役場の前を通る福祉バスを回して

はどうかということでございますが、その必要性その他を含めまして、今、担当課

のほうにはそういった運行につきまして、何か考えられないかという、検討してく

れという話はしておりますので、担当課のほうでも、いわゆる路線バス、地方バス

とは別の次元で、いわゆる地域を回るそういった福祉バスという部分につきまして

は、今後もまた検討を進めてまいりたいというふうに思っております。それから、

道路基本計画の話が少しございましたけれども、基本計画につきましては、私が勝

手に作った計画でもございません。皆様方の幹事会あるいは協議会委員の皆さん方

のご意見をふまえた上で優先順位等もその協議会の中で決定をされたことでござ

いますので、そのあたりは是非ご理解をいただきたいと思いますし、先ほど言われ

ました新設の道路も、１８本でございますか、計画をいたしております。氷川町内

をお互いに竜北地区・宮原地区を結ぶ道路というものも、計画には載せております。

時期がもう少し早ければいいという思いもございましょう。そういったところは、

今後実施計画、実施を進めていく上で大いにまたご意見を賜った上で、その事業を

進めてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんか。吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） ５８ページ、基金の積立に関して、ちょっとお伺いをしたい

と思います。財政調整基金、決算意見書等や成果表を調べていくと、平成２３年度

は、２億３,０００万円、基金に積み立てたというふうになってます。２３年度末

は、財調は２２億５,４８６万７,１２０円。この数字に間違いないかどうか。それ

から、平成２２年度末の財政調整基金、いくらだったのか。これを教えてください。



 － 133 －

まず教えてください。 

○議長（笠原良一君） 会計管理者。 

○会計管理者（坂本京子君） まずは、２３年度末の財政調整基金の残高は、２２億５,

４８６万７,１２０円で間違いございません。２２年度末の残高も、間違いはない

んですけれども、２２年度につきましては、財産の出納閉鎖の期間をちょっと、出

納閉鎖の関係で財産である基金は３月で出納閉鎖をするべきところを、それまで５

月の出納閉鎖に併せてしておりました関係で、ちょっと基金から一般へ財源不足だ

ったもんですから、借り入れをしておりました。それが、７億３,１３４万円でし

た。２２年度積み立てるべき基金も、ちょうど３月まではできなくて、４、５月で

積み立てをしたもんですから、その分が２億９,４１０万１,０００円ございまして、

それと余剰金の３億３,０００万円という、余剰金を基金に積み立ててあった分が

３億３,０００万円でした。実際は、決算年度中の財政調整基金は６億６,９４２万

６,１２０円だったんですけれども、実際は２２年で積み立てたり基金へ返す分が

あったもんですから、２２年度の財政調整基金は極端に少ない状態になってるわけ

なんですよね。５月ではちょうど返すべきお金は返して、積み立てるべきお金は積

み立てたんですけれども、その関係で２２年度は極端に、決算の状況では少なくな

っております。２２年度に積み立てるべき財産と、２３年中に、ここに決算額が、

決算書にあがってます２億３,０００万円をプラスしまして、２２年度の分と、２

３年度の分を合わせて１５億８,５４１万４,１００円という増減高にはなってお

りますけれど、実際の２３年度の積立額は２億３,０００万円でした。その他の分

というのは、２２年度に積み立てるべきお金と、借りたお金を返さんといかんだっ

たんですけれども、それが４、５月になったもんですから、こういう状態になって

おります。よろしいですか。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 実は、データをずっと打ち込むんですが、今言われたように、

平成２２年度は５月の出納閉鎖だけど、財調は３月の時点の６億６,９４２万６,１

２０円、返すべき分そのままなってる。だから結果として、２２年度から２３年度

にかけて１５億８,５４４万円ほど積みました、という形に、基金の推移について

はそのようになっているかと思います。それで、２２億５,４８６万７,０００円と

いうのは、かなりの金額だというふうに私、思うわけですが、当然、一定の積立は

必要だし、財源確保のためにもいることだと思うんですが、監査意見書でこのこと

について、単年度収支が赤字になったことの一つの要因として掲げられていますが、

今の話を聞くと、会計処理上、こういった赤字になったということだけなんでしょ

うか。どうですか。 
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○議長（笠原良一君） 会計管理者。 

○会計管理者（坂本京子君） それに間違いありません。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） ３回目ですが、町長、この基金を財調に合併した時点は９億

８,０００万円でした。一般質問のときも若干言いましたが、２２億５,４００万円

という積み立てられました。合併後、１０年したら、交付税の算定基準が変わって、

企画課長の話では、５億円くらい減るんじゃないかという話もちょっとあったわけ

ですが、いろんな指標を見てみましても、人件費等も相当削減してきていますし、

いろいろやってます。この基金をこれだけ積み上げた根拠といいますか、どういう

考えだったのか、それだけお聞かせください。 

○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 当然、町の予算も一般の財源と一緒でございまして、貯金もあ

れば借金もあるということでございます。氷川町でも、約５０億円のいわゆる債務

があるわけでございますが、いわゆる財調で２２億円という金額でございますが、

それは適当かどうかという議論はそれぞれの考えもあるかと思っておりますが、議

員もおっしゃいましたとおり、合併をいたしまして１０年を経過いたしますと、交

付税の算定の根拠、いわゆる算定の仕方がぐっと変わってまいります。当然、２７

年度以降、交付税が減ってくるというのがもう目に見えております。それ以後は、

これまでどおりの事業を進めていく上では、それだけの財源を確保しなくてはなり

ません。一般財源で確保していく上で、なかなか税収の伸びというものが見込めな

い中では、やはりそういった蓄えも必要であろうという部分があって、これまで少

しずつでも蓄えを進めているところであります。かといって、年度年度の事業を止

めるわけにもまいりませんので、必要なときには、そういった財政調整基金から一

般財源への繰り入れという形で使わせていただいてきているところでございます

し、今後もそういった考えでいきたいと思っております。要は、先ほど言いました

とおり、１０年後以降の、いわゆる氷川町のこの財源をきちんと担保していく上で

の必要な財政調整基金であろうというふうに思っておりますし、そのつもりでこれ

までも積み増しはしてきているところであります。 

○議長（笠原良一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） すみません、財政のほうの立場でお答えさせていただ

きます。予算審議のときにも一度ご説明をいたしましたが、平成２７年に合併にお

ける特例措置が切れると。その後、交付税は５年間にわたって減額がなされ、最終

的に平成３２年には、議員おっしゃられたとおり、５億円ほどの減額が見込まれる

というふうに試算をしております。その５年間の期間だけでも、財政のシミュレー
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ションでは、約１５億円ほどが減ると。現在財調が２２億円。そのうち１５億円ぐ

らいが、５年間で消費されるんではないかというふうに考えております。今の財調

につきましてはこの２２億円が多いというふうには考えておりません。今後、人件

費等はもうギリギリまで削減がなされておりますので、この後スマートインター、

学校関係の耐震工事、図書館、そういった諸々の大型事業を考えた際に、今の財調

というのは適正であるかとも思いますし、今後の財政の厳しさを考慮した段階で、

今の財調は少しでも増やしたいというふうに考えております。以上でございます。 

○議長（笠原良一君） いいですか。 

○１０番（吉川義雄君） はい。 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんか。 

 なければ休憩、１０分間休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時２２分 

再開 午前１１時２９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、６５ページ民生費から、８７ページ衛生費のし尿処理費まで、質疑はあり

ませんか。６５、８７。ありませんか。 

 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） ８０ページまで行きますけど、すみません。８０ページの竜

北福祉センター費、需用費についてお伺いしたいと思います。議案審査のときにも

意見は若干述べたんですが、灯油代があがっています。２,０００万円を越える金

額になっているわけですが、平成２２年度は、課長、いくらだったでしょうか。い

くらこの灯油代、あがっていますか。単価の上がった分もあるかと思いますが、そ

の金額をまず教えてください。 

○議長（笠原良一君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 竜北福祉センターの燃料費、灯油代でございますが、

おたずねの平成２２年度決算で、１,４０５万３,４６０円でございました。単価で

ございますけれども、変動がございます。２２年度につきましては、単価、灯油で

す、単価７６円から９４円の幅で変動しております。ちなみに２３年度につきまし

ては、８５円から１０１円で変動をしておりました。以上です。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 実は、これも少し調べてみました。平成２０年、宮原福祉セ

ンターは５４６万円かかっていました。このあと、開館日の条例改正があって、日
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曜日がお休みになったかなというふうに思うんですが、現在、宮原福祉センターは

平成２３年度でいくと、２９８万７,０００円ということです。前年度、２７６万

９,４００円。灯油代が上がったわりにはそんなに多く増えてない。ところが一方、

竜北福祉センターでいきますと、平成２０年度、１,６２３万４,０００円。これが

今、課長の報告にあったように、２２年度はいったん下がるんですが、２３年度は

２,００４万２,４４０円ということになってます。ちなみに、この４年間の計算で

いきますと、約７,７６２万９,０００円というのが灯油代でかかっているわけです

ね。ちなみに、電気代とか上水道とか下水道とかずっと調べてみました。修繕料も

調べてみました。宮原福祉センター、竜北福祉センターとも合わせますと、１億７,

０００万円ぐらい、この間にお金が要っている、かかっているというふうになって

ます。４年間で。この竜北福祉センターのこの灯油代、これはこのまま対策もとら

ずに行かれる予定でしょうか。今後、灯油軽減する方策等はもう検討されているか

どうかお聞かせください。 

○議長（笠原良一君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 議員おたずねの、今後の対策をどう考えているかとい

うことでございますが、まず宮原福祉センターにつきましては、燃料は重油でござ

います。竜北福祉センターにつきましては、灯油でございます。先ほど灯油の単価

につきまして、変動につきましては申し上げたとおりでございますけれども、確か

に２２年度から２３年度につきまして、６００万円ほど上昇しております。こちら

につきましては、単価の変動というのも当然反映されてるかとは思いますし、西部

小学校の体育館建設に伴いまして、改築に伴いまして、授業、夏休み部活動等で利

用されております。空調関係を、夏場調べてみましたら、全ての授業で空調は使っ

ておりませんけれども、部活動で夏場使われてはおりました。それも若干影響はし

てるかとは思うんですけれども、空調の方も同じ灯油を使って機械を動かしている

もんですから、体育館のほうの燃料も含めて利用はさせていただいてるところでご

ざいます。今後、高額な推移でいった場合というのが予想されます。これについて

の対策というのが今具体的に持ち合わせてはおりませんけれども、このままでよろ

しいとはもちろん考えてはおりません。検討を加えていきたいというふうに考えて

おります。以上です。 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんか。 

 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 今回の２３年度の決算の認定につきまして、この福祉関係、ど

このページというよりも福祉関係全般なんですけれども、実は、社協の指定管理者

委託をしております。社協に指定管理者委託してて、ほかにまだ社協のほうに別事
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業として委託を結構されている。予算の組み立て上ていうか決算を見る限りにおい

ては、いい資料ていうかお願いしますっていったのを山下課長のほうから出て、よ

く分かる資料をいただきました。実は包括支援センター委託料を、地域包括支援セ

ンター委託料っていうものが、一番最初にちょっと疑問に思った予算なんですけど

も、地域包括支援センターの職員というのは、社協の中で職員が位置づけられてい

ます。しかし、その地域包括支援センターは、社協の中の一つの事業として取り組

んでいるにもかかわらず、別途委託料を払ってるので、これは社協のほうの指定管

理者としての委託でどうなんだろうというふうなことでちょっと質問をしてみた

ところです。竜北福祉センターと宮原福祉センターの管理委託、要するに施設の管

理委託だけを出してるんですよ、でもだから中の職員の人たちがどういうふうにこ

の管理委託料の中でお金が支払われてるか。実際的には、どうも職員の中の管理者

側のほうっていうんですか、それぞれの例えばデイサービスとかそういうものに居

宅介護とかっていうところについては、独立して社協が予算を組み立てて、独立採

算制をやっているというふうな話でございました。だから、一般会計から社協に委

託する事業の分については、もう社協と一括的に指定管理者の中に入れてしまえば、

例えば今回、臨時職員の費用一人分百何十万円かくださいよとか、何十万円かの、

これも臨時職員だったですかね、職員分の予算をくださいよというようなのも、あ

そこの中に全部でおおむね四十数人の職員の方がおられます。そういう中でこうい

う、例えば２５年度の事業計画をやるとしたら、その中で回して計画を作ってもら

うとかいうような、社協とそれから一般会計、町の事業仕分けていうのをもう少し

明確に一般の人たちに分かるような予算の組み立て方をしたらどうだろうかと思

いますが、そこのとこ、町長のほう、話を聞いておられれば、少し整理をするべき

だと思いますがどうでしょうか。 

○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 議員、おっしゃいますとおり、いわゆる指定管理者の部分での

委託料の部分と、事業にかかわる部分の委託料の部分をそれぞれ今、社協のほうに

必要な部分を委託料として支出をいたしております。今それをトータルで、一括し

て社協の運営という形でやったほうが内部での運用がしやすいんではないかとい

うようなご意見もございます。今、社協のほうでは、事業のいわゆる見直しとそれ

からそういった財政の改革を含めまして、昨年から検討を進めております。是非そ

ういった中で社会福祉協議会の果たす役割、事業を進めていく上でどういった財政

の流れがいいのか、金の流れがいいのか、そのあたりも大いに議論をしていただき

たいと思っております。問題は、それぞれの事業ごとに、当然国、県からの交付金

あるいは事業費補助金等々いただいているわけでございまして、そのあたりを明確
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に、やはり仕分けをしとったほうがいいということになりますと、やっぱりこれま

でどおりの、これまでそういったことで多分、別々にきちんと見える形でやってき

ているんだろうと思っておりますので、それを一括、もうプールしてしまいますと、

なかなか見えづらい部分もあるのかなというふうに思っております。そのあたりは

是非担当課も含めて、交えて、大いに研究をさせてもらいたいというふうに思いま

す。 

○議長（笠原良一君） いいですか。いいですか。 

江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） もう一つ。じゃあ、いきいきサロン事業ありますね。いきいき

サロン事業っていうのは、氷川町全体の各地区に町長は全地区にこの事業を展開し

ていきたいということです。このいきいきサロン事業を全地区に展開させるときに、

やはり社協の皆さんが中心になって、それぞれにヘルパーさんたちが散らばって行

かれていますから、町の職員が、その全地区にやろうというようなことよりも、社

協の皆さんにお願いして、これ、委託はしているんだけども、予算的には町のほう

が社協に委託するというやり方をやっておられます。これをもう、社協に思いっき

りお願いして、もう、指定管理者としてこういういきいきサロン事業、がんばって

全地区やれというふうなやり方をされたほうが、別途委託するよりも一緒に社協の

事業として委託されたほうが私はいいなということで、先ほど言われた補助金の問

題とかていうことになれば、それは、年間年間ですので、３年間の委託ということ

は不可能かもしれませんけれども、そこら辺の事業整理はやはり必要なのじゃない

かなと思っているところなんですが、先ほどと答弁が同じであれば、答弁の必要は

ありませんが。 

○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 基本的には先ほど述べたとおりでございまして、今でも社協が

中心にそのいきいきサロン事業は行っております。ただその上で、やはり地域にま

いりますと、いわゆる社協の福祉推進委員さんあるいは民生委員さん、併せまして

地区の区長様方をこのいきいきサロンには大いにかかわっていただいております。

やはりそういった地区の皆様方総意のもとでの事業の推進ということになります。

そういったことを考えますとやはり、社協、それから行政、あるいは連携を図りな

がらこの事業は進めていくべきであろうと。その上で今のお金の部分、財源の部分

をどうするのかというのは、もう少し整理をさせていただきたいなというふうに思

います。 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんか。 

なければ次に、８９ページ農林水産業費から、１０９ページ上段の土木費の住宅
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建設費まで、質疑はありませんか。ありませんね。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 次に、１０９ページ消防費から、１４２ページ予備費まで、質

疑はありませんか。 

 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） １１１、１１２ページの、先ほど補正予算のところでも議論

しました、この消火栓等の設置について、今回、説明では４０トンの水槽、２５０

万円という話がありましたが、これは２５０万円でできる、もうこの分については

全額出してきたということでしょうか。説明では、どうも２５０万円打ち切りで地

元が出したような話もちょっとあったかと思うんですが、確認だけさせてください。 

○議長（笠原良一君） 総務課長。 

○総務課長（河崎澄男君） 今言われましたのは、この消火栓のところでございますか。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 議案の審査のときに出た意見で申し訳ありません。今のは取

り消させていただきます。すみません。 

○議長（笠原良一君） よかですね。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 次に、１４３ページ実質収支に関する調書から、１５７ページ

土地開発基金運用調書まで、質疑はありませんか。 

江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 全体的な、多分ここで終わると思いますので、全体的な話とし

て、この決算について、ご質問をいたしたいと思います。監査報告書を読ませてい

ただいたわけなんですけれども、先ほどから基金の話もありました。実質収支比率

が９.２％で前年より比率が小さいけれども、３から４％、もう少しお金を使って

地域に、住民の方に還元する農業用排水路を整備してやる、道路をもっと整備して

やる、そういうふうな予算を出すべきじゃないか。経常収支比率が２３年度、８５.

３％で非常に硬直化している。これももっとそういう事業をやって経常収支比率を

こんなに高い率にしないで、もっと地域住民の方に事業を、予算を配分する、そう

いうふうな手立てが必要じゃないかということで、この監査報告には書いてありま

す。そういう意味では、私は、もう少しこの基金積立額を多くする、それも大事で

しょう。しかしもっと地域の人が、住民の皆さんが、町民の皆さんが必要としてい

る地区要望も含め、もう少し還元してやる、そういう２４年度に向けて、今後予算

編成をすべきだと、監査委員さんの話がありますので、そこのところを基金に積み

立ててばかりいないで、その地域の活性化に使っていくというふうな方向で進めて
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いくという気持ちがあられるかどうか、まだ貯めるぞと思われるか、そこのところ

を一つお願いします。 

○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） まさに、大切な考え方の部分の整理だろうと思っております。

先ほども吉川議員さんの質問の中でも答えましたけれども、必要なところには必要

な財を投じていくということはもう、これは皆さん方と同じ考えでございます。先

ほど農業排水事業の話もされましたけれども、一般質問でもお答えしましたとおり、

今から事業化に向けて協議を進めてまいります。１０年という長いスパンでの事業

になるかと思っております。大いにその財を投じる、また時期が来るんだろうとい

うふうに思っておりますし、そのときにきちんとその事業が進めていけるように、

財を投じれるように、準備をしていくことも必要だろうというふうに思っておりま

す。併せて、毎年度、本年度も新しい事業を作らせていただきました。それはやは

り、今議員がおっしゃいました地域の皆様方に還元をするという部分も含めて、新

しい事業に取り組んでいるところであります。そういったことは、毎年毎年、やは

り必要なところには財を投じるという考えをもって進めてまいりたいというふう

に思っております。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 必要なところに財が投じられないから、こういうふうにプロが

監査報告で出されているんじゃないかなと思って、結局２４年度、是非必要なとこ

ろに財を投じていただきたいというふうに思います。もう一つ。私はこの監査報告

書、非常に大切な、この氷川町の財政を動かす上で監査委員さんの意見というのは

私は大切にしていかなければいけない、そういうふうにいつも思って監査報告書を

興味深く、しかも私たちにできることをやらなければいけない、そういうふうに思

いながら読ませてもらうわけですけども、この結果の中に一つ、去年もやったんだ

けどまだしてないから再度書くよ、という項目がありまして、「宅地開発基金につ

いては、昨年度基金額として、用をなさないので、存続かどうか検討されるよう記

載したが、その結果は不明であるので再度記す。」この件について、まだ残すんで

あれば、再度記すって言われる前に監査委員さんに、こういう理由で残さなければ

ならないから、本年度まで残させてもらいました、もうこのまま行けば２４年度も

残りますよ、予算としては。決算としても残ります。だから本年度中に監査委員さ

んに、どういうふうにするのかっていう結論を出して、基金としてまだ存続させる

理由があるんであれば、その理由を、もちろん議会にもその理由を報告して欲しい

というふうに思いますが、これについて、２３年度決算ですので、２４年度中に結

論を出していただきたいと思いますが、そこのところ、いかがでしょうか。 
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○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） このことにつきましては、そういった監査の折に担当課のほう

からしっかりご説明はしてあるものと思っておりますけども、そういった中であえ

て監査の意見書が出てきたということでございます。今後の宅地開発に向けての、

町の方針、考え方も含めまして、やはり整理するところは整理していかなければな

らないというふうに思っております。是非今年度中に、今後どうするのかというも

のも含めまして、担当課も交えまして大いに議論したいと思っております。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） １４３ページの実質収支に関する調書に関して、関連してで

すが、今もちょっと議論になりましたが、歳入歳出差引額４億８,０００万円、こ

れも近年、藤本町長になられてから、大きくなっていると思います。平成１８年度

から平成２０年度までは約２億２,０００万円から２億７,０００万円で推移をし

ていました。平成２１年度から４億円、２２年度は６億円、今回４億８,０００万

円というふうになってきてます。私は、今話があったように、財政運営上は少し問

題があるかなというふうに思うんですが、これは妥当だったというふうに判断され

てますか。そこだけお聞かせください。 

○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 結果の部分でございますので、私としては妥当であったという

ふうに思っております。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） １５１、１５２ページ、財産の関係で、立木の推定蓄本数と

いうのがあります。委託料で１１万６,０００円が支出されているわけですが、こ

こ数年、本数の変動というのはほとんどあってないですね。実際、これはあってい

るのかなと思いますが、あっていないとは当然言えないと思うんですが、どうです

か、調査は十分なされたかなあというふうに思うんで、これ、担当どこですかね。 

○議長（笠原良一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） 立木の伐採等につきまして、本数の変動というのはこ

こ数年あってございません。毎年、森林組合さんのほうに確認作業等を行っていた

だいております。伐採の、今年も伐採につきまして、一応森林組合さんのほうにご

相談申し上げましたが、まだ、今その時期ではないということで、今年度も本数に

ついては、動く予定というのはございません。以上でございます。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 私の勉強不足かもしれませんが、伐採したときしか減らない

んですか。例えば、台風等災害等で、いわゆる倒木、そういったのはここにはもう
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出てこないっていうことなんですかね。私が、これは以前から私以外の議員からも

出てたと思うんですが、せめて何年かに１回ぐらいはきちっと本数を確認しないと。

今は切っても財産にはならないっていう話もちょっとあるのはあるんですが、そう

いうふうには考えられないのかなと思うんですが。 

○議長（笠原良一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） すみません。台風等における倒木、そういったものを、

ちょっと私ども考慮しておりませんでした。数字につきまして、もう一回ちょっと

再度精査をさせていただきたいというふうに思っております。 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんか。ないですね。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 私は、認定第１号 平成２３年度氷川町一般会計決算認定に

反対する立場で討論をいたします。 

私は、平成２３年度の当初予算時も反対をいたしました。そのときもいくつか疑

問点は述べたわけですが、まず、地方自治体の会計というのは、単年度会計が基本

であります。会計の処理上の問題だったかもしれませんが、単年度収支が赤字にな

っています。町の施策も国の政策に左右されることがあり、仕方がないことであり

ますが、当初の予算、約６７億円のうち、約一割を越える７億２,０００万円が翌

年度の繰り越しになりました。繰り越しが全てだめだということではありません。

必要に応じて繰り越さなければならないというのはよく分かります。しかし、単年

度会計の趣旨からいって、こうした繰り越しが常態化してしまうのはどうかという

ふうに考えます。決算審査の中でも指摘しました。また、監査意見書の中でも述べ

られていますが、監査意見書では、「不用額については各課とも検討をされている

が、減額しようにも時期的なことや補正予算提出後の必要額などを考えると、大変

難しい事情も理解していかなければならない。今後も十分に注意を払いながら適正

額の予算計上を、または補正減額にあたってもらいたい」という指摘されています。

私も、質疑の中で言いました。やはり経費節減などの努力をされたものがほとんど

でありますが、やはり予算の積算が不十分だったものもありました。早期に減額を

補正できたのに減額する時期を逸したものもありました。予算の有効活用を図る上

では、今後大いに改善を求めたいというふうに思います。 

税収の問題で、税金の滞納が増えているわけですが、担当課の努力は本当に頭が

下がるものがあります。私は、こうした状況は今後益々続いていくものというふう

に考えます。納税者に寄り添って、納税対策の指導・援助を、私はもっとやる必要
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があると思います。納税向上だけのために、私は差し押さえ、そういったのをやっ

て、生活支援が、生活ができなくなる、こういったことがないようにしなければな

りません。氷川町にはそういったことはないというように思っていますが、昨今、

新聞報道では、そういったのが報道されています。また、直接は関係ないと思いま

すが、氷川町の自殺者率というのは全国平均を上回っています。この状態は、ここ

数年、続いているわけですが、理由はいろいろあると思いますが、貧困もその一つ

の要因ではないでしょうか。私は、こういったところも生活困窮者対策を行えば、

改善できる面があるのではないかというふうに考えます。 

基金の積立について、疑問を感じます。平成１７年度合併をした時点で、一般会

計の基金は総額で約１０億８,０００万円でした。平成１９年度に合併振興基金１

０億８,０００万円が積み立てられて、２０億円になりました。そして今年、審査

しました平成２３年度決算では、３２億９,０００万円になっています。基金の中

の財政調整基金は、会計上の処理もあるかもしれませんが、この会計上は２３年度

に１５億８,５００万円積み増しされたことになります。合併後１０年からは交付

税の算定が変わり、大幅に交付税が引き下げられることが考えられますが、私は、

先ほどの課長の答弁もありましたが、大きな事業を今後やっていきます。その財源

も必要になってくるという話があったかと思います。平成３２年度には５億円の減

という話もありました。確かにその財源対策も必要でありますが、収支のバランス

を見てみますと、歳入歳出差引額は、この間、先ほど質疑の中でも言いましたよう

に、増えてきています。この３年間で、１５億円のお金になります。基金の増額と

同じ金額で私は、こんなに貯める必要があるのかなというふうに思うわけです。私

は、住民の福祉の向上のために、もっと多くの予算を使うべきだったと考えていま

す。例えば、監査委員の意見書にもあるように、農業施策をもっと充実させること、

そしてこの町に残る人を多くしなさい、こういった指摘もされています。私も取り

上げました。これまで何人かの議員が取り上げましたが、農業排水路の整備、これ

から町長は取り組んでいくと言われました。農家の後継者が生まれるような施策、

これが必要です。雨が降れば一面湖のようになる地区の排水対策、治水の面からも

必要であります。商店街の活性化も必要であります。私は、高速道路が出来ます。

これには異論もありました。しかし、予算もつき、事業が進められている中では…。 

○議長（笠原良一君） ちょっといいですか。 

（チャイムの音が鳴り、一時中断） 

○議長（笠原良一君） はい。 

○１０番（吉川義雄君） 高速道路の開通を見通した、私は住環境の整備、また、公害

のない企業誘致などこういったところにもっともっと予算は使うべきだというふ
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うに考えます。氷川町は、この高速道路建設に取り組んでいますが、ここに多額の

費用をかけることで、その一方で住民施策が絶対遅れないようにしなければならな

いというふうに思っています。そういう立場で、この認定については反対をいたし

ます。 

○議長（笠原良一君） 上田議員。 

○７番（上田健一君） 私は、賛成討論します。２３年度一般会計歳入歳出決算につい

ては、氷川町監査委員より提出されました意見書の中にもありますように、いずれ

も関係法令に基づいて作成されており、各決算書も適切な予算執行が行われたと認

められていると、報告されておりますので、私は賛成討論といたします。 

○議長（笠原良一君） ほかにありますか。ありませんね。 

永田議員。 

○１４番（永田義昭君） 私も、平成２３年度一般会計の決算を承認する立場で討論い

たします。 

先ほど、何点か問題点として指摘をされておられますが、各課の職員みんな、住

民に周知徹底して行い努力をして、事業を行っていると思います。そんな上での残

額４億８,３００万円ありました。それに、住民に今必要なところへの予算は、組

まれていたと思います。基金に積み立てるのは、将来の大事な事業を行うためにも

必要であると私は思いますので、賛成いたします。 

○議長（笠原良一君） はい。ありませんね。 

これで、討論は終わります。 

これから、認定第１号を採決します。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立多数です。したがって、認定第１号は、認定することに決

定しました。 

これで休憩しますが、昼から、１時半ですか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） そしたら、昼から１時半からいたしますので。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時０３分 

再開 午後１時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第１４ 認定第２号 平成２３年度氷川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について 

○議長（笠原良一君） 日程第１４、認定第２号、平成２３年度氷川町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。 

これから、質疑を行います。質疑の回数は、項目ごとに３回までとしますので、

ページと項目を指定してください。 

歳入の、１１ページ国民健康保険税から、１８ページ諸収入の雑入まで、質疑は

ありませんか。 

吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） まず、保険税の徴収にかかわって、おたずねしたいというふ

うに思います。平成２３年度、保険税の滞納及び不納欠損も数字としてはかなり多

くあがっておるわけですが、これも、年々増える傾向にあると思います。そこで、

お伺いいたしますが、平成２３年度、短期保険証の発行件数及び資格証明書の発行、

また、そのうち子どものいる世帯への短期保険証、資格証明書の発行は、どうなっ

ておりますか。ありますか。またもう一点、税金を滞納すると、基本的には保険証

の交付を受けられない。短期保険証で代替する、あるいは資格証明書というふうに

なってくるわけですが、保険証を役場で預かったままの件数というのがありますか。

いわゆる留め置きというふうになるんですが、どうでしょうか。 

○議長（笠原良一君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） まず、国民健康保険の資格証明書の発行についてです

けれども、２３年度発行した件数は、１１件でございます。それと、短期の保険証

につきましては、２ヶ月の短期証というふうになるんですけれども、件数が１６８

件でございます。次に、その中で子どもさんのおられる世帯についてはどうしてる

かというご質問なんですけれども、高校生以下の子どもさんのおられる世帯につき

ましては、６ヶ月の短期証。２ヶ月ではなく６ヶ月間有効の短期証というのを発行

しております。件数なんですけれども、手元に中学生以下の世帯の子どものいる世

帯数をちょっと調べてきたもんですから、すみません、２５世帯が、その１６８世

帯中２５世帯が該当というふうな数字でございます。対象となるのは、高校生以下

の世帯の子どもさんがおられるところになるんですけれども。すみません。それか

ら、次に、保険証の預かりがあるかというふうなご質問なんですけれども、預かり

についてはございません。保険証の交付というのを年に一回、切り替えを行ってお

りますけれども、取りに来られない方がおられます。それにつきましては、最終的

には、保険証ですので、ただの郵送ではなくて簡易書留でお送りをしてるところで

ございます。以上で終わります。 
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○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 今の話でいきますと、いわゆる短期保険証の発行１６８件中、

中学生の世帯で２６件という話だったかなと思うんですが、新聞でも報道されたわ

けですが、生活苦や経営難で国保税が払えなくなった人たちが、全国的にも増えて

きているわけですが、そういった中で、資格証明書や短期保険証が出されています。

全日本民主医療機関連合会というところが調査した中で、生活困窮で受診が遅れた

ことによって、２０１０年の１年間に７１名の人が亡くなったというのが公表され

ているんですね。そういった点では、この納税滞納すると、こういった保険証の発

行にされて受診が抑制されるというか、こういった結果になってくるかというふう

に思います。直接は担当課のほうでやってるのかどうか分かりませんが、この税金

を、国保税を滞納した２３年度でいくと３,６９７人と人数ではなるんですが、こ

の中で、特に生活困窮で困っている人たちに対してはどのような対策をされている

のか。何かありますか。お聞かせください。 

○議長（笠原良一君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 今おたずねの、生活困窮者に対する施策というご質問

であったかと思います。国保の立場からいきますと、短期保険証、資格者証等を発

行しまして、そのときどきの接点といいますか、納税相談という形で、税務課と一

緒になって徴収にあたっているわけなんですけれども、生活困窮者に対する施策と

いうのが、すみません、ちょっと回答を持ち合わせておりません。申し訳ございま

せん。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 国保というのは、憲法２５条に基づく社会保障の制度の一つ

であります。よく相互扶助とか助け合いだからとよく言われるわけですが、やはり

この憲法２５条をしっかりふまえて対応しなければならないというふうに思って

ます。そういうふうな中で、生活に困窮する国民健康保険の被保険者に対する対応

というのが、これが厚生労働省から課長通達という形で出されています。そういう

中に、保険税を滞納してる世帯については、特に世帯の状況の変化などをしっかり

見て、必要に応じて生活保護等の相談にのりなさいというのがあるかというふうに

思うんですが、こういったことは検討されていますか。されてきましたか、平成２

３年度。それだけを教えてください。 

○議長（笠原良一君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 今議員さん、おっしゃられました、厚労省の課長通達

というので、まいっております。必要に応じて、生活保護等の相談が可能となるよ

うに、国保担当者、生活保護担当者の連携をとるようにと、部局の連携をとるよう
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に、という内容の趣旨の通達でございます。健康福祉課としましては、課内に国保

の担当者、福祉の担当者もちろんおりまして、連携をとっているつもりでございま

すけれども、さらに疎通を図っていきたいというふうに思っております。以上です。 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんか。 

なければ、次に、歳出の１９ページ総務費から３２ページ財産に関する調書まで、

質疑はありませんか。 

 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 最終ページの３２ページもよろしいんですかね。 

○議長（笠原良一君） はい。 

○３番（江嵜 悟君） この財産に関する調書で、現在、国民健康保険基金、決算年度

末で９万９,１６１円しか、基金としてはないわけです。企画財政課長でも健康福

祉課長でもよろしいですが、この基金に関してどういうふうに考えておられるか、

もっと基金を増やす予定があるのか、そこのところをお伺いしたいと思います。 

○議長（笠原良一君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 国民健康保険の保険基金につきましては、給付費の急

激な変動に対応するために、基金を作らせていただいているところでございます。

現在、９万９,０００円ほどしか基金がございません。これでは非常に心許ないと

いうふうに考えております。一般会計からの繰り入れというのをさせてもらいなが

ら、運営をしているところなんですけれども、この基金につきましても、徴税とま

してや健康管理というか予防管理事業にも力を入れまして、基金のほうには積み増

していきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（笠原良一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（平 逸郎君） すみません。健康福祉課長とその点、打ち合わせをし

ておりませんでした。２年ほど前から、この国保特別会計の基金の取り扱いについ

ては、議会の中でも議論がございました。現在は、基金について、増額する意志と

いうのはございません。どうしても国保関係の医療費等で必要な部分については、

一般会計から繰り入れていくと。そして、基金については、一応積立を増やさない

といったような方針で現在進んでおります。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 国民健康保険基金については、議会のほうで基金のほうに、老

人保健でしたか、老人保健のとき、国民健康保険に、基金のほうに積み増しします

という町長答弁をいただいてたんで、いつまでも基金のほうに積み立てられてない

んで、質問してるわけなんですけど、町長、基金に積み立てる議会との約束は守ら

ないということなんでしょうか。 
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○議長（笠原良一君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 基金につきましては、基金積立はあるんじゃないですか。 

［「積み立てております」との声あり］ 

○町長（藤本一臣君） ですね。お約束をしました、老人保健の分につきましては、基

金にもうすでに積み立てております。２３年度決算でございますので、出てきてお

りませんが。併せまして、今それぞれの担当課長のほうから、基金に対する考え方、

一般的な考え方であろうと思っておりますが、いつも言っておりますとおり、２０

億の予算規模の特別会計でございます。そこに全く基金がなく、運営資金もないと

いうものは、これはいささか心配する部分がございます。そういったことを考えま

すと、やはり必要程度の基金というものは持っておくべきだろうと。ただそれを、

いずれにしましても一般会計からの繰り入れ内で、繰り入れで対応しませんと、そ

ういった基金というものの積み増しはなかなかできないものでございますので、そ

ういったところをいわゆる一般会計からの繰入金とその基金の分をどうするのか

というのは、やはり今後ともしっかり考えていきたいというふうに思います。 

○議長（笠原良一君） いいですか。ほかにありませんか。 

 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 担当課長。国保の基金については、厚生労働省の指導があっ

て、医療給付費の５％と以前は言われてたんですが、今は、そのパーセントが上が

っているんですね。一定の金額、私が勉強しているときは５％でしたが、いつの間

にやらそれが引き上げられているんですが、その一つの基準が示されています。そ

れに向かって基金は貯めていかれるのかなというふうに思うんですが、保険税は、

前の課長のときに「５年間は上げません。だからこの回だけは国保料引き上げをさ

せてください。」という話があったんですが、そのことは当然引き継いでおられる

かなと思うんですが、実は、これも資料をしっかり、これまでの決算書に出されて

る数字をずっと見てみますと、一人あたりの保険税額というのが必ず出されてきま

す。合併したときには、６万８,８５４円。一世帯あたり１７万６,０２５円という

数字が出されていました。平成２３年、２０１１年度は一人あたり８万９,１７７

円、一世帯あたり１９万３,８０５円というふうになっているんですね。私は先ほ

ど、保険税払えない人たちのペナルティの数とか、あるいは滞納者が４,０００人

近くなっているんだっていう話もしましたが、そういった中で、何が一番大事かと

いうと、私はやはり、予防に徹底、徹するということだというふうに思います。そ

れで、予防に徹するという点で、今回、歳出の中で健診等が行われましたが、それ

は十分だったと、努力して健診は十分だったというふうに判断されてますか。すみ

ません。ページ数忘れました。何ページだったかな。 
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○議長（笠原良一君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 健診事業につきましては、全員協議会のときに受診者

数、受診率等を申し上げてたかと思います。おかげをもちまして年々伸びてきては

おります。ただ、その数字に満足しているかということでございますけれども、ま

だまだ３８％ほどの受診率、特定健診での受診率も３８％程度ですので、まだまだ

というふうに考えております。この予防をとにかく力を入れませんと、重症化予防

ということで、特定保健指導というものにつなげていかないと、重症化の予防が図

れないというふうに考えておりますので、今後とも、健診事業につきましては、力

を入れていきたいというふうに思っております。以上で終わります。 

○議長（笠原良一君） いいですか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんね。 

これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、認定第２号を採決します。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立多数です。したがって、認定第２号は認定することに決定

しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 認定第３号 平成２３年度氷川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

について 

○議長（笠原良一君） 日程第１５、認定第３号、平成２３年度氷川町介護保険特別会

計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。 

これから、質疑を行います。質疑の回数は、項目ごとに３回までとします。ペー

ジと項目を指定してください。 

歳入の４１ページ保険料から４８ページ諸収入の雑入まで、質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 次に、歳出の４９ページ総務費から５８ページ財産に関する調

書まで、質疑はありませんか。ありませんね。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで、質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、認定第３号を採決します。本案は、原案のとおり認定することに賛成

の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立多数です。したがって、認定第３号は、認定することに決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 認定第４号 平成２３年度氷川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

○議長（笠原良一君） 日程第１６、認定第４号、平成２３年度氷川町下水道事業特別

会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。 

これから、質疑を行います。質疑の回数は、項目ごとに３回までとしますので、

ページと項目を指定してください。 

歳入の６５ページ分担金・負担金から６８ページ町債まで、質疑はありませんか。

ありませんね。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 次に、歳出の６９ページ公共下水道事業費から８１ページ財産

に関する調書まで、質疑はありませんか。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） ６９、７０ページのところで、報償費、受益者分担金一括納

入奨励金等がありますけれども、加入促進といいますか、下水道に本来、加入でき

る世帯で、加入されていない、まだ接続されていない、この世帯数はどれくらいあ

りますか。加入してもらうための手立てといいますか、施策はどういったことを行

われてきましたか。これを教えてください。 

○議長（笠原良一君） 建設下水道課長。 

○建設下水道課長（森田寿也君） ただいまの吉川議員の質問でございますが、世帯に

つきましては、ちょっと把握をしておりませんので、後で調べたいと思っておりま

す。それからもう一点でございますが、加入するための手段ということにつきまし

ては、まず、下水道を計画するにあたりまして、実施計画の調査・測量をするとき

に、業者が決まったところで、地区に説明会をいたします。その時点で、分担金・

負担金に関することと促進に関することにつきまして、加入促進につきましてのこ

とを、お話いたします。それから、次に、工事が始まりました場合、工事の説明会
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をいたしますが、そのときにも、同じように工事の説明と、加入促進のための報奨

金、またはトイレの改修費、それらのことに加入促進するための説明会を行ってい

るところでございます。それと、年度はまたがりますけれども、３月いっぱいで、

前年度の工事が全部終了しますと、４月から６月にかけて、何と言いますか、次の

年の債務をかけます。その時点の報奨金と、その分担金についての説明会もいたし

ますので、そのときにつきましても、加入促進の説明をいたしているところでござ

います。それと、また他にでございますが、業者さんによりまして工事をされた時

点で、加入促進のチラシ等を配って、配付していただいて、加入促進をしていただ

いております。また、他にもうちのほうから、チラシを配付したり通知を出したり

しているところでございます。以上でございます。 

○議長（笠原良一君） 吉川議員。 

○１０番（吉川義雄君） 説明会を開いてやってるというのは、当然それはやらなくて

はならないと思いますが、担当課長としては、自分がする一番大きな仕事ですので、

毎日、あと何世帯が入ってないかというのは十分、僕は把握をしておくべきだとい

うふうに思います。それで、公共下水道の、いわゆる、町債残高というのが４０億

円近くあると思うんですね。だからこれだけ大きなお金をかけて、今後も進めてい

かなくちゃいけないところです。だから是非、住環境の整備といいますか、環境整

備の面からも下水道につなげるところは積極的につなげるようにしてほしいし、ま

た、当然お金がかかるわけですので、それがネックになって、つなげない人たちも

いるかもしれませんので、そういった人たちに対する対策、今、奨励金、このまま

でいいのか、あるいはもっと他にいい方法があるのか、そういったのも大いに研究

して、早急に普及率を上げる、これが大事だと思いますが、その点課長、どうです

か。 

○議長（笠原良一君） 建設下水道課長。 

○建設下水道課長（森田寿也君） 吉川議員が言われましたとおり、大変良い意見を言

っていただきましたので、この意見を、こちらでも受け止めまして、検討させてい

ただきたいと思っております。以上です。 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんか。ありませんね。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、認定第４号を採決します。本案は原案のとおり認定することに賛成の

方は、起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、認定第４号は認定することに決定

しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 認定第５号 平成２３年度氷川町宅地開発事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

○議長（笠原良一君） 日程第１７、認定第５号、平成２３年度氷川町宅地開発事業特

別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。 

これから質疑を行います。質疑の回数は、項目ごとに３回までとしますので、ペ

ージと項目を指定してください。 

歳入の８８ページ財産収入から、８９ページ諸収入の町預金利子まで、質疑はあ

りませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 次に歳出の、９０ページ土木費から、９３ページ財産に関する

調書まで、質疑はありませんか。ありませんね。これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これから、認定第５号を採決します。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、認定第５号は、認定することに決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 認定第６号 平成２３年度氷川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について 

○議長（笠原良一君） 日程第１８、認定第６号 平成２３年度氷川町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。 

これから、質疑を行います。質疑の回数は、項目ごとに３回までとします。ペー

ジと項目を指定してください。 

歳入の１００ページ後期高齢者医療保険料から、１０３ページ諸収入の雑入まで、

質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 次に、歳出の１０４ページ総務費から、１０８ページ実質収支

に関する調書まで、質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（笠原良一君） これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、認定第６号を採決します。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって認定第６号は、認定することに決定

しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 同意第１号 教育委員会委員の任命について 

○議長（笠原良一君） 日程第１９、同意第１号、教育委員会委員の任命についてを議

題とします。 

これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 今回、教育委員会委員の豊暉原さんの、２期目ということで、

説明を受けてきました。１期目には教育委員長をやられて、４年間氷川町の教育に

ついて、全力全霊で努力をしていただいてきた方だということは十分認識をいたし

ております。この４年間、豊暉原委員長が委員長をなされてる間に、どういうふう

な実績があったのか。今、この日本中を震撼させてるいじめ問題、こういうのが教

育委員会のあり方という形で議論をされています。そういう中で、本町の教育委員

会、この実質的に教育委員会が機能してないからていうような、しかも大阪市長に

おいては、教育委員会そのものを否定するような発言もあります。本町の教育委員

会については、そのようなことはあっていないと思いますけれども、そのいじめ問

題も含めて、この教育委員会の中で、４年間、豊暉原委員長がどういうふうな実績

をもたれたのか、ここでお示ししていただければというふうに思います。 

○議長（笠原良一君） 教育長。 

○教育長（廣瀬 亀君） 今、江嵜議員のほうからおたずねがありました、４年間の中

で、豊暉原委員長は、特に子どもたちのいじめの問題については、確かに関心は高

いです。それで、今年度６月に、６月という月が、いじめ根絶月間というような中

で、子どもたちのアンケートを、詳しくとるアンケートがありますので、そのアン

ケートの結果を基にして、７月の２０日の日には、私たち、１時間以上かけて、豊

暉原委員長の提案の元、その検討をいたしたところです。そして、その私たちが検

討して心配した課題については、これは是非、教育委員会の委員長の名前で、各学
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校現場に文書を通知し、そして全職員がそれを熟読してもらって、そして確かに私

は熟読しました。そしてこのように今後は、対応を心がけていきます。というよう

なことの証も私たちに届くぐらい、そのように氷川町としては、いじめ根絶を目指

して取り組んでいこうというようなことも提案なされて、非常に私自身も委員長の

そういう点についての気持ちといいますか、思いといいますか、そういうのは強く

あって、それが学校現場に浸透しているというふうに思っております。 

○議長（笠原良一君） 江嵜議員。 

○３番（江嵜 悟君） 教育長の説明、あんまり中身分からなかったんで。私が質問し

たかったのは、豊暉原委員長はこの４年間、一生懸命頑張っておられるので、この

際再任について、そういう実績を町民の方に披露していただければなというつもり

だったんですけれども、一応教育長の意見も聞きましたんで、以上で終わります。 

○議長（笠原良一君） ほかにありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、同意第１号を採決します。本件は、これに同意することに賛成の方は、

起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、同意第１号は、原案のとおり同意

することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 陳情第１号 学校図書館の蔵書整備・充実に関する陳情について（文教

厚生常任委員会報告） 

○議長（笠原良一君） 日程第２０、陳情第１号、学校図書館の蔵書整備・充実に関す

る陳情についてを議題とします。 

本件について、委員長の報告を求めます。文教厚生常任委員長。 

○文教厚生常任委員長（田中照男君） 文教厚生常任委員会報告書。文教厚生常任委員

会に付託されました、陳情第１号、学校図書館の蔵書整備・充実に関する陳情につ

いて、委員会における審査の経過ならびに結果について、ご報告申し上げます。 

陳情の内容は、児童生徒に、活字離れ・読書離れからくる思考力・判断力・表現

力等の読解力に課題があることや、新学習指導要領に基づく、調べ学習の単元化に

ともなう図鑑・辞典類の不足による蔵書充実を求めるものでした。 
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本委員会は、閉会中の継続審査として、４回の委員会開催をしました。 

第１回目は、陳情内容の検討及び調査方法を協議しました。 

第２回目は、学校教育課長から、学校図書館図書調査、学校図書に関するアンケ

ート調査を基にした現状報告と、生涯学習課長から、公立図書館の蔵書整備計画に

ついて、説明を受けました。各学校においては、蔵書基準は１００％を超えている

ものの、その中には、古い本も含まれていること、調べ学習に必要な専門書、辞書、

図鑑などは高額なためにそろえることが無理なことが分かりました。また、公立図

書館においても、近隣図書館と比較しても、蔵書数、内容に劣ることが説明されま

した。各学校、公立図書館とも蔵書整備に対する予算が厳しいことが分かり、現場

の状況を把握するための現地調査をすることを決定しました。 

第３回目は、八火図書館、宮原小学校及び竜北中学校へ出向き、それぞれの司書

から現状報告を受け、調べ学習に必要な蔵書の整備充実がなされないことが分かり

ました。特に竜北中学校においては、合併前の旧竜北町時代は、備品図書と消耗図

書の予算が組まれ、予算執行と内容充実が図られたことや、調べ学習に必要な高額

な図鑑、辞典類も各学校でそろえるのではなく、公立図書館に配備して、そこから

借り入れて対応するなど、公立図書館と学校図書館の連携が可能なことも確認でき

ました。 

第４回目は、これまでの調査を基に、各委員の本陳情に対する意見を求め、これ

までの調査で分かったように、公立図書館と学校図書館の連携により、小さな予算

で効率的な蔵書整備が図られること。合併により、少額となった図書購入費は、合

併前の竜北の予算規模に返し、子どもたちが図書館へ足を運び、勉学にいそしみ、

個々の能力を伸ばすため、蔵書の充実を図る必要があること。などの意見があり、

全員一致で本陳情を採択することに決定しました。 

議員各位におかれましては、本委員会の決定のとおり、よろしくご賛同賜ります

ようお願い申し上げまして、文教厚生常任委員長の報告を終わります。 

○議長（笠原良一君） これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、陳情第１号を採決します。 

この陳情に対する委員長の報告は、採択です。この陳情は、委員長報告のとおり

決定することに賛成の方は、起立願います。 
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（賛成者起立） 

○議長（笠原良一君） 起立全員です。したがって、陳情第１号は、採択することに決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 総務常任委員会の閉会中の継続審査の申し出について 

○議長（笠原良一君） 日程第２１、総務常任委員会の閉会中の継続審査の申し出につ

いてを議題とします。 

総務常任委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付しました、

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見

書の採択について、閉会中の継続審査の申し出があります。 

お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、

閉会中の継続審査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２２ 議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出について 

○議長（笠原良一君） 日程第２２、議会運営委員会の閉会中の継続調査の申し出につ

いてを議題とします。 

議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付しました、

会期日程等議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申し出がありま

す。 

お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（笠原良一君） 異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、

閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（笠原良一君） これで本日の日程は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

平成２４年第５回氷川町議会定例会を閉会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後２時１２分 
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